




－1－ 

１． 工法概要 

１－１ ＤＲＭ工法の種類および配置人員 

 

１－１－１ ＤＲＭ工法の特徴 

ＤＲＭ工法（Double Revolution Method）は、2軸回転機構を有する削進機（ＭＶＰ 201、ＭＶＰ 301、 

ＭＶＰ 401、ＭＶＰ 402、ＭＶＰ 501）を用いた推進工法で、以下の 3工法があります。 

 

1) Ａ工法（二工程式） 

① 低耐荷力方式 ······· 硬質塩化ビニル管推進工法 

② 鋼製さや管方式 ····· さや管（鋼管）推進工法 

2) Ｔ工法 ·················· 取付管推進工法 

3) Ｓ工法（オーガー方式） ·· 鋼製さや管（水平）推進工法 

   電覧管等推進工法 

ＤＲＭ工法は削進機の小型・高トルク化を充実し、安全で高精度・長距離削進を可能とした 

工法です。 

 

１－１－２ ＤＲＭ工法の配置人員 

 

1) Ａ工法（二工程式） 

 

① 低耐荷力方式 硬質塩化ビニル管推進工法 

一工程目（パイロット管推進工）                （人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 1 2 4 

二工程目（硬質塩化ビニル管推進工）              （人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 1 2 4 

 

② 鋼製さや管方式 さや管（鋼管）推進工法 

一工程目（パイロット管推進工）                 （人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 1 2 4 

 

二工程目（鋼製さや管推進工）                  （人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 2 2 5 

 



－2－ 

 

※ 

2)  Ｔ工法：特殊取付管推進工法 

（人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 溶接工 計 

1 1 1 1 4 

 

3)  Ｓ工法：鋼製さや管（水平）推進工法（オーガー併用方式） 

（人） 

世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 2 2 5 

 

 

１－２ 商用電力計算式 

 

必要電力量は次式により算出する。 

 １ 日当り必 要電力 量           ＝消費電力×稼働時間×稼働率 

 推進１ｍ当り必要電力量＝１日当り必要電力量÷日進量 

機  種 
ＭＶＰ 
201

ＭＶＰ 
301

ＭＶＰ 
401

ＭＶＰ 
402 

ＭＶＰ 
501 

（
kW
） 

消
費
電
力

油 圧 ユ ニ ッ ト 22 30 

グ ラ ウ ト ポ ン プ  4.4 

グ ラ ウ ト ミ キ サ  2.3 

    ※稼働率は 0.5 とする。 

 

１－３ 土質(Ｎ値)･管径･推進延長による選定表 

１－３－１ 工法別土質対応表 

工 法 

土 質 

Ａ工法 
Ｔ工法 Ｓ工法 

（塩ビ管） （鋼管） 

粘性土  0＜Ｎ≦15 
砂質土  0＜Ｎ≦30 

○ ○ ○ ○ 

粘性土 15＜Ｎ≦20 
砂質土 30＜Ｎ≦40 

○ ○ ○ ○ 

滞水砂層 
 透水係数 10-2～-3㎝/sec 

○ ○ × × 

硬質土 
40＜Ｎ＜50 

× × ○ ○ 

砂礫層 礫径は管内径の
1/4、礫率 20％未満 

× △ ○ ○ 

砂礫層 礫径は管内径 
の 1/3、礫率 40％未満 

× × ○ ※※ ○ 

「△」は条件により可、「×」は不可 

※当該土質の施工においては、止水装置を使用できる機種が必要で、立坑φ2000 から 1ｍ管を推進できる機種はＭＶＰ301

のみですがＭＶＰ201 にオーガスライド機構オプション付属の場合は施工可。 
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特
殊
取
付
管
径 

１－３－２ 適用管径 

  管種･管径 

機 種 

硬質塩化ビニル管 Ａ工法鋼製さや管 Ｓ工法鋼製さや管 

150 
200～ 
350 400 450 250～450 

125～
400 450 500 600 700 800

ＭＶＰ201 ○ ○ × × △ △ × × ×   

ＭＶＰ301 ○ ○ × × △ △ × × ×   

ＭＶＰ401･402 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ×   

ＭＶＰ501 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △   

「△」は条件により可 

１－３－３ Ｔ工法において取付本管径（既設管）と特殊取付管との施工の可否 

    既設管 

取付管 

既設取付本管径（ヒューム管） 

200 250 300 350 400 450 500 

 

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

150 × △ ○ ○ ○ ○ ○ 

200 × × △ ○ ○ ○ ○ 

250 × × × △ ○ ○ ○ 

300 × × × × △ ○ ○ 

                                      「○」可、「△」条件により可、「×」不可 

 

１－３－４ 工法別適用機種 

 

  ①Ａ工法 塩ビ管（φ200～φ300 に摘要）                    （単位：ｍ） 

     推進延長 

適用機種       

 

    10       20       30       40       50       60       70 

ＭＶＰ201 
 

  
  

ＭＶＰ301 
   

  
  

ＭＶＰ401･402 
   

 
  

ＭＶＰ501 
   

  
    

※ 網掛は「適」、白抜きは「可」 

 

  ②Ａ工法 塩ビ管（滞水砂層）                         （単位：ｍ） 

     推進延長 

適用機種       

 

       10       20      30       40       50       60       70 

ＭＶＰ301（201） 
   

 

※ 網掛は「適」、白抜きは「可」 （φ200～φ300 に摘要） 
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③Ａ工法 鋼管さや管方式（250Ａ～450Ａに摘要）                （単位：ｍ） 

     推進延長 
適用機種       

 
     10      20       30       40       50      60       70 

ＭＶＰ401･402 
     

 
 

ＭＶＰ501 
     
 
 

※ 網掛は「適」、白抜きは「可」 

 

  ④Ｔ工法 特殊取付管方式（250Ａ～450Ａに摘要）                （単位：ｍ） 

     推進延長 

適用機種       

 

     10      20       30       40       50      60       70 

ＭＶＰ401 
       

 

ＭＶＰ402 
        
 
 

※ 網掛は「適」、白抜きは「可」 

 

  ⑤Ｓ工法鋼製さや管方式（最大削進延長）            （単位：ｍ） 

機 種 土 質 
さ や 管 径（鋼管）

250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 600Ａ 

ＭＶＰ 

401 

402 

Ａ－1  13  11  10   9   8 

 
Ａ－2  11  10   9   8   7 

Ａ－3  10   9   8   7   6 

Ｂ  16  14  13  12  11 

Ｃ  20  18  16  14  12 

ＭＶＰ 
501 

Ａ－1  16  15  13  12  11  10 10 
Ａ－2  15  14  12  11  10   9    9 

Ａ－3  13  12  11  10   9   8    6 

Ｂ  21  19  16  14  12  10    7 

Ｃ  26  24  21  19  17  15   11 

備考．土質記号の詳細は P68、4-1-3 土質の種類を参照してください。 
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１－４ 発進立坑・到達坑の管芯及び管底盤高さ 

 

① 発進立坑における底盤より管芯までの高さ  （単位 mm） 

ＭＶＰ 201 450 以上 

ＭＶＰ 301 450 以上 

ＭＶＰ 401 550 以上 

ＭＶＰ 402 600 以上 Ｔ工法は 725 以上 

ＭＶＰ 501 500 以上 

ＭＶＰ 1500 450 以上 

ＭＶＰ 1800 650 以上 

ＭＶＰ 1400C 450 以上 

ＭＶＰ 1500C 500 以上 

ＭＶＰ 1600C 550 以上 

ＭＶＰ 1800C 650 以上 

 

② 到達坑における底盤高さは管底より機種に関係なく 100 ㎜以上とする。 
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１－5 最小立坑寸法および推進管有効長一覧表 
 
Ａ工法・Ｓ工法（さや管）発進立坑の寸法 
(ｲ), 推進管長 1.0ｍ 

機  種 
最 小 立 坑 寸 法（単位：ｍｍ） 

φ1500 φ2000 φ2500 2000L×1500W

ＭＶＰ201     

ＭＶＰ301、401、
402 

―    

ＭＶＰ501 ― ―  ― 

 

(ﾛ), 推進管長 0.8ｍ 

機  種 
最 小 立 坑 寸 法（単位：ｍｍ） 

φ1500 φ2000 φ2500 2000×1500W 

ＭＶＰ201     

ＭＶＰ301、401、
402 

―    

ＭＶＰ501 ― ―  ― 

※ＭＶＰ1800 は推進管長 0.5ｍ  

(ﾊ), 推進管長 2.0ｍ 

機  種 
最 小 立 坑 寸 法（単位：ｍｍ）

3000L×2000W 3300L×2000W 

ＭＶＰ201   

ＭＶＰ301   

ＭＶＰ401 ―  

ＭＶＰ402 ―    ※両発進の場合については協会までお問 

   い合わせ下さい。 
ＭＶＰ501 ―  

 

 

Ｔ工法（特殊取付管）発進立坑の寸法 
(ﾆ)，Ｔ工法                      単位：㎜ 

発進立坑 φ2000（ 27～ 30°） φ 2500（ 31～ 60°） 地上発進 

管長 500 1,000 or 800 or 500 

 

Ａ工法・Ｓ工法到達立坑の寸法 

各工法とも円形の場合はφ900 ㎜以上（1号マンホール以上） 

※2.0ｍ推進の場合は延長ヘッドが必要
となります。 

※滞水砂層の場合は

301又は402になり

ます。402 の場合の

立坑の大きさはφ

2500 となります。 
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１－6 鋼管（さや管）径の選定 
 

一般的には水平推進時の最小鋼管径は、挿入塩ビ管径＋100 ㎜以上とする。 

推進延長 10ｍ未満で二軸回転の場合のみ適用。 

 

塩ビ管呼び径（㎜） 150 200 250 300 350 400 

鋼 管 呼 び 径（㎜） 250 300 350 400 450 500 

 
Ａ．推進延長により決定する場合（Ｓ工法に適用） 

 
塩ビ管挿入時にレベル調整を推進管内で行うため、精度から使用鋼管の呼び径を

決定する。  
ＤＲＭの推進精度α＝右記表 
最大調整範囲（㎜）＝Ｌ×α 
          ※Ｌ：推進延長（ｍ） 

2（Ｌ×α） 
＋ 塩ビ管外径＝鋼管呼び径 

0.8 

 
 
Ｂ．掘削土の礫・粗石による選定（T 工法・S 工法） 
 

礫・粗石の最大径は、ボーリング調査によるデータの 3 倍と考え、また排土能力は
鋼管内径の 1／ 3 未満であることを考慮して鋼管呼び径を決定する。  
例）柱状図でレキ 50 ㎜の場合 

50×3＝150 ㎜×3 倍＝450Ａ 
 

１－7 中込管（硬質塩化ビニル管） 
 
１－７－１ 立坑の大きさと塩化ビニル管体長とスペーサーの関係 

 継手方法が差込みカラーソケットの場合 
さや管内部に挿入する塩ビ管は、有効長 1 本 4ｍ物を分割して使用します。 
 スペーサーは分割した塩ビ管の本数箇必要ですが最低 2ｍ毎に 1箇取付します。 
 Ｔ工法・Ａ工法及びＳ工法ともＶＵ管を使用 

 

立坑の大きさと塩ビ管体長表 

立坑大きさ（mm） 塩ビ管体長（ｍ） 備   考 

2500 2 4ｍを 2分割 

2000 1.3 4ｍを 3分割 

2000 未満 1 4ｍを 4分割 

 

１－７－２ 中込材（御参考） 

 

 セ メ ン ト 500kg 

ベ ン ト ナ イ ト 100kg 

清  水 0.8ｍ3 

土 質 α値 
Ａ－１ ５ 
Ａ－２ ７ 
Ａ－３ 10 
Ｂ ３ 
Ｃ ３ 
Ｄ ３ 

 
※土質は 68 頁 4-1-3 参照 
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１－8 工程 
 

 ＤＲＭ工法及びクラウン工法の 1区間の標準的な工程（実日数）は次のとおりである。 

 

Ａ工法（硬質塩化ビニル管推進） 

塩ビ管呼び径
工  種 150～450 

準 備 工 立坑掘削完了より推進開始まで 1 日 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工  推進延長÷日進量 

段 取 替 
パイロット管推進完了より埋設管推進開始
まで 

1 日 

埋 設 管 推 進 工  推進延長÷日進量 

ケ ー シ ン グ 類 撤 去 工 φ150～450 推進延長÷日当り撤去量 

方 向 転 換 
1つの立坑で2方向に推進する場合に、1方向推進完
了後より2方向目のパイロット推進開始まで 

2 日 

後 片 付 け 
埋設管推進完了後より推進設備撤去・器具
清掃まで 

2 日 

 

Ａ工法（鋼製さや管推進）・Ｓ工法・クラウン工法 

さや管呼び径
工  種 250～450 

準 備 工 立坑掘削完了より推進開始まで 2 日 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工 
（ Ａ 工 法 の み ） 

 推進延長÷進日進量 

段 取 替 （ Ａ 工 法 の み ） 
パイロット管推進完了より鋼製さや管推進
開始まで 

1 日 

鋼 製 さ や 管 推 進 工  推進延長÷推進日進量 

硬質塩化ビニル管挿入工  管路延長÷日進量 

中 込 注 入 工  中込注入量ｍ3÷2ｍ3/日 

方 向 転 換 
1つの立坑で2方向に推進する場合に、1方向推進完
了後より２方向目のパイロット推進開始まで 

2 日 

後 片 付 け 
推進完了後より推進設備撤去・器具清掃ま
で 

2 日 

 

Ｔ工法 

鋼管呼び径
工   種 200～500 

準 備 工 位置出し工等 2 日 

推 進 設 備 工  2 日 

取 付 管 推 進 工  推進延長÷日進量 

コ ア 抜 き 工  コア抜き作業日数 

推 進 設 備 移 設 工  1 日×箇所数 

塩 ビ 管 挿 入 工  取付管延長÷日進量 

中 込 注 入 工  中込注入量÷（2ｍ3/日）

後 片 付 推進完了後より、推進設備撤去、器具清掃まで 0.5 日 

備考 積算にあたって、管布設工等この歩掛に定める以外の工程については、必要に応じて計上する。 

 



－9－ 

１－9 小口径管推進工法の種類 

 

 （管の利用方法） （掘削方式） （管の布設方法） 

 

 

高耐荷力方式 

（高耐荷力管） 

圧入方式 

 

 

オーガ方式 

 

泥水方式 

 

 

泥土圧方式 

一工程式 

二工程式 

 

一工程式 

 

一工程式 

二工程式 

 

一工程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
推進工法 

 

小口径管推進工法 

呼び径 150～700 

 

低耐荷力方式 
（低耐荷力管） 

圧入方式 

 

 

オーガ方式 

 

泥水方式 

 

泥土圧方式 

一工程式 

二工程式（A工法） 

 

一工程式 

 

一工程式 

 

一工程式 

 

鋼製さや管方式 

（鋼製管） 

圧入方式 

 

圧入方式 

 

オーガ方式 

 

ボーリング方式 

(一重ケーシング式) 

 

ボーリング方式 

（二重ケーシング式） 

 

泥水方式 

一工程式 

 

二工程式(A 工法) 

 

一工程式(S 工法) 

 

 

 

 

 

 

 

一工程式 

 

取付管推進工法 

 

 圧入方式 

 

ボーリング方式 

（一重ケーシング式） 

 

 

一工程式(ｽﾄﾗｲｸ工法) 

 

（Ｔ工法･ｸﾗｳﾝ工法）

 

 

(クラウン工法) 
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Ａ工法 
圧入方式 推進二工程工法 

 

小口径管推進 

 

低耐荷力方式（低耐荷力管） 

鋼製さや管方式（鋼 製 管） 
 



 

 



ＤＲＭ・Ａ工法 
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２． Ａ工法積算基準 

 

２－１ Ａ工法の概要（Ａ工法は１軸回転方式です） 

 

２－１－１ 低耐荷力方式・圧入方式二工程式（硬質塩化ビニル管） 

 

① 第一工程において軽量かつ小径なパイロット管を推進することにより、推進方向の修正および管理が

確実かつ容易にできるため、高精度の施工が行える。 

② 第一工程のパイロット管推進によって障害物の確認を行い、推進の可否を判断できる。従って、一工

程方式のように推進途中で推進不能となって埋設管の引抜き･埋め戻し等を行う必要がなく、結果とし

てコストが低減できる。 

③ 第二工程において、先頭のカッターにより地盤を掘削しケーシング内のオーガによって排土する方式である

ため、最大礫径（25㎜未満）が混入していてもケーシング内へ取り込んで搬出することができる。 

④ 第二工程においては、ケーシング内で推力を受けながら推進するため埋設管に推力がかからず、埋設

管を損傷させずに施工することができる。 

⑤ 水および滑材の注入機構を具備しており、幅広い土質に対応できる。 

 

２－１－２ 鋼製さや管方式・圧入方式二工程式 

 

① 第一工程において軽量かつ小径なパイロット管を推進することにより、推進方向の修正および管理が

確実かつ容易にできるため、高精度の施工が行える。 

② 第一工程のパイロット管推進によって障害物の確認を行い、推進の可否を判断できる。従って、一工

程方式のように推進途中で推進不能となって埋設管の引抜き･埋め戻し等を行う必要がなく、結果とし

てコストが低減できる。 

③ 第二工程において、先頭のカッターにより地盤を掘削しオーガによって排土する方式であるため、推

進管内径の 1/5 までであれば礫が混入していても管内へ取り込んで搬出することができる。 

④ 水および滑材の注入機構を具備しており、幅広い土質に対応できる。 



ＤＲＭ・Ａ工法 
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２－１－３ 積算条件 

 

① 本積算は硬質塩化ビニル管、鉄筋コンクリート管および鋼製さや管を二工程で推進するＡ工法に適用

するものである。 

施工は、鋼製のパイロット管を発進立坑から到達立坑まで方向修正を行いながら推進した後、パイロ

ット管を案内に布設管を地中に推進して埋設するものである。 

 

② 機種および管種は下記の表に示す通りである。 

管種･管径 

機 種 

硬質塩化ビニル管 Ａ工法鋼製さや管 Ｓ工法鋼製さや管 

150 
200～
350 400 450 250～450 

125～
400 450 500 600 

ＭＶＰ201 ○ ○ × × △ △ × × × 

ＭＶＰ301 ○ ○ × × △ △ × × × 

MVP401・402 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × 

ＭＶＰ501 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

                             
                                  「△」は条件により可 

※適用管種はスパイラル継手付直管及び SUS カラー付直管とし、呼び径は 150～450 とする。 

 

③ Ａ工法に於いての許容推進延長は塩ビ管は下記の表、鋼管推進においては 30ｍを標準とする。 

呼び径 粘性土 砂質土 

150 50ｍ 40ｍ 

200 70ｍ 60ｍ 

250～300 50ｍ 50ｍ 

 

④ 適用管種は、スパイラル継手直管及び SUS カラー付直管と呼び径は 150～450 とする。 

⑤ 特殊環境での作業は実情に応じて算定する。 

⑥ 機械器具損料は建設機械等損料算定表による。 

⑦ 1 日の機械運転時間は 6.7 時間を標準とし、昼間作業（8.0 時間）とする。 

⑧ 本積算資料は小口径管推進の埋設管施工における直接工事費の算出に適用し、下記の工種･工法は 

含まない。 

イ） 補助工法（薬液注入工、地下水位低下工法等） 

ロ） 発進立坑、到達立坑の築造工 

ハ） 削進機および部材の搬入、搬出工 

 ⑨ 機械器具損料の器具名称は添付されている参考資料ツールスパーツリスト図を参照して下さい。 
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２－１－４ 土質の種類 

 

表－Ａ 推進用硬質塩化ビニル管（低耐荷力圧入方式・二工程） 

土  質 範    囲 

粘 性 土 

砂 質 土 
（Ａ） 

0＜Ｎ≦15 

1＜Ｎ≦30 

シルト・粘土 

(礫含有率 15％未満) 

固 結 土 

砂 質 土 
（Ｂ） 

15＜Ｎ≦20 

30＜Ｎ≦40 

シルト・粘土 

(礫含有率 15％未満) 

  ※ N＞15 の粘性土（固結シルト等）を固結土とする。 

 

表－Ｂ 鋼製さや管推進（鋼製さや管方式） 

土  質 範    囲 

 （Ａ－1） Ｎ＜20 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 10％未満

砂礫層・硬質土 （Ａ－2） Ｎ＜30 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 15％未満

 （Ａ－3） Ｎ＜40 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 20％未満

硬 質 土 （Ｂ） 20＜Ｎ≦40 砂質土・シルト・粘土  

普 通 土 （Ｃ）  2＜Ｎ≦20 砂質土・シルト・粘土  

滞 水 砂 層 （Ｄ）  0＜Ｎ≦20 透水係数１×10－２㎝/sec～１×10－3㎝/sec 

                                      ※Ａ～Ｃ土質の透水係数は 1×10－３㎝/sec 以下とします。 

 

上記以外の土質でも施工は可能です。詳細は協会にお問い合わせ下さい。 
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２－１－５ 施工手順 

 

① 推進設備工 

削進機本体を発進坑内へ降ろし、推進計画線に合わせて据え付ける。 

② 鏡切り工 

発進口および到達口用に土留を切断する。 

③ 坑口工 

地下水位の高い時に施工。圧入用と布設管用の坑口を取り付ける。 

④ パイロットヘッド推進 

パイロットヘッドを削進機本体に連結し、左回転させ、注水しながら推進する。 

⑤ パイロット管セット 

パイロット管をパイロットヘッドと削進機本体に連結する。 

⑥ パイロット管推進 

パイロット管を左回転させ、注水しながら推進する。推進方向はパイロットヘッドに内蔵されたターゲ

ットを検測器により確認し、パイロットヘッドにより修正する。 

⑦ パイロット管到達 

パイロットヘッドが到達坑に到達した時点で推進を停止する。 

⑧ 掘削ヘッド推進 

掘削ヘッドをパイロット管と削進機本体に連結し、オーガを回転させ、注水しながら推進する。（パイ

ロット管はパイロットスイベルにより回転しない。）同時に到達坑ではパイロット管を回収する。 

⑨ 布設管セット 

ケーシングおよびオーガＫを内装した布設管を掘削ヘッドと削進機本体に連結し、滑材ホースを接続す

る。（但し、滞水砂層以外の鋼管推進ではケーシングは使用しない） 

⑩ 布設管推進 

オーガを回転させ、水又は滑材を注入しながら推進する。 

⑪ 布設管到達 

布設管が到達した時点で推進を停止し、到達立坑において掘削ヘッド、オーガＫ、ケーシングを回収す

る。 

⑫ 機械撤去 

回収完了後、削進機本体を撤去し坑内、管内を清掃して施工完了。 
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２－１－６ 工種 

 

① 仮管推進工 

パイロット管の据付、削進機の運転、記録、計測、方向修正、ケーブル、ホース類の接合などの一連の

作業。 

② 布設管推進工 

掘削ヘッド、布設管、（硬質塩化ビニル管、鋼製さや管）、アダプタ、ケーシング、オーガスクリューの

据付、削進機の運転、ホース類の接合、坑外ズリ出しなどの一連の作業。 

③ 水および滑材注入工 

パイロット管推進時の水注入および布設管推進時の滑材注入。 

④ パイロット管回収工 

布設管推進時にパイロット管を回収する作業。 

⑤ ケーシング回収工 

布設管推進の完了後にケーシングおよびオーガを回収する作業 

⑥ 推進設備工・撤去工 

推進装置、油圧ユニット、制御装置、反力板などの取付作業および撤去作業。 

⑦ パイロットヘッド据付･撤去工 

仮管推進時にパイロット管を誘導するパイロットヘッドの据付、撤去作業。 

⑧ 坑口工 

立坑内への土砂の流入防止用の止水器を発進部、到達部に取付ける作業。 

（湧水の少ない地山では行わない） 

⑨ 鏡切り工 

発進部および到達部の鏡切り作業。 

⑩ 布設管用アダプタ取付・撤去工 

布設管（硬質塩化ビニル管、鋼製さや管）推進時に使用するアダプタの取付け、撤去作業。 

⑪ 発生土処分工 

ずりの処分。 
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２－１－７ 日進量 

 

   昼間作業 8時間における日進量（立坑径 2ｍ以上）は以下の表を標準とします。 

 

① 低耐荷力方式 硬質塩化ビニル管（圧入方式・二工程式） 

土  質 範    囲 

粘 性 土 

砂 質 土 
（Ａ） 

0＜Ｎ≦15 

1＜Ｎ≦30 

シルト・粘土 

(礫含有率 15％未満) 

固 結 土 

砂 質 土 
（Ｂ） 

15＜Ｎ≦20 

30＜Ｎ≦40 

シルト・粘土 

(礫含有率 15％未満) 

  ※礫径は 30 ㎜未満とします。 
  ※滞水砂層については協会にお問合せ下さい。 
  ※Ｎ＞15 の粘性土は（固結シルト等）を固結土とする。 

 

①－２ パイロット管 標準日進量          （単位：ｍ／日） 

土    質 日進量 

粘性土（ 0＜Ｎ≦15）砂質土（ 1＜Ｎ≦30）Ａ 20 

固結土（15＜Ｎ≦20）砂質土（30＜Ｎ≦40）Ｂ 15 

  ※滞水砂層の日進量については協会までお問い合わせ下さい。 
  ※Ｎ＞15 の粘性土は（固結シルト等）を固結土とする。 

 

①－３－１ 硬質塩化ビニル管推進 標準日進量 （標準立坑の場合） 

地下水 土質・Ｎ値 
管長 0.8ｍ 1.0ｍ 

150 200 250 300 350 400 450

Ｐ≦10Kpa 
Ａ-1 

粘性土( 0＜Ｎ≦15)
砂質土( 1＜Ｎ≦30)

13.0 12.0 11.0 10.0 10.0  9.0  8.0

Ｂ-1 
固結土(15＜Ｎ≦20)
砂質土(30＜Ｎ≦40)

10.5 10.0  9.0  8.0  8.0  7.0  6.0

10＜P≦30Kpa 
Ａ-2 

粘性土( 0＜Ｎ≦15)
砂質土( 1＜Ｎ≦30)

10.5 10.0  9.0  8.5  8.5  7.0  6.0

Ｂ-2 
固結土(15＜Ｎ≦20)
砂質土(30＜Ｎ≦40)

 8.5  8.0  7.0  7.0  7.0  5.5  5.0

礫 最大礫径 30 ㎜未満・礫含有率 15％未満 

備考 作業時間に制約を受ける場合、日進量の補正をする。 
α：制約を受ける時間（第三者による場合・付帯設備の設置・撤去を義務付けられる場合） 
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②鋼製さや管方式 さや管（鋼管）（圧入方式・二工程式） 

②－１ 土質分類表 

土  質 範    囲 

 （Ａ－1） Ｎ＜20 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 10％未満 

砂 礫 層 ・ 硬 質 土 （Ａ－2） Ｎ＜30 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 15％未満 

 （Ａ－3） Ｎ＜40 礫径･さや管内径の 1/5 未満 礫含有率 20％未満 

硬 質 土 （Ｂ） 20＜Ｎ≦40 砂質土・シルト・粘土  

普 通 土  （Ｃ）  2＜Ｎ≦20 砂質土・シルト・粘土  

滞 水 砂 層 （Ｄ）  0＜Ｎ≦20 透水係数 1×10－２㎝/sec～１×10－3㎝/sec 

※ Ａ～Ｃ土質の透水係数は 1×10－３㎝/sec 以下とします。 

  上記以外の条件でも施工は可能です。詳細は協会にお問い合わせ下さい。 

 

②－２ パイロット管推進                          （単位：ｍ／日） 

土  質 砂礫層・硬質土(Ａ) 硬質土（Ｂ） 普通土（Ｃ） 滞水砂層（Ｄ） 

日 進 量 7 8 10  

 ※滞水砂層の日進量については協会までお問い合わせ下さい。 

 

②－３ 鋼製さや管推進 

 管長 1.0ｍ                                 （単位：ｍ／日） 

呼び径 

土 質 
250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

 （Ａ－1） 3.4 3.2 2.9 2.9 2.5  

砂礫層・硬質土 （Ａ－2） 2.2 2.1 1.9 1.9 1.7  

 （Ａ－3） 1.7 1.5 1.4 1.4 1.2  

硬 質 土 （Ｂ） 3.6 3.4 3.2 3.0 2.7  

普 通 土 （Ｃ） 4.3 4.3 4.1 3.5 3.1  

 

 管長 1.0ｍ（既設マンホール到達の場合）                   （単位：ｍ／日） 

呼び径 

土 質 
250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

 （Ａ－1） 3.3 3.1 2.8 2.6 2.3  

砂礫層・硬質土 （Ａ－2） 2.1 2.0 1.8 1.8 1.6  

 （Ａ－3） 1.6 1.4 1.3 1.3 1.1  

硬 質 土 （Ｂ） 3.7 3.3 3.1 2.7 2.4  

普 通 土 （Ｃ） 4.1 3.8 3.4 3.2 2.8  
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 管長 0.8ｍ                                 （単位：ｍ／日） 

呼び径 

土 質 
250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

 （Ａ－１） 3.0 2.9 2.7 2.6 2.2  

砂礫層・硬質土 （Ａ－２） 2.2 2.0 1.9 1.8 1.5  

 （Ａ－３） 1.6 1.4 1.2 1.2 1.0  

硬 質 土 （Ｂ） 3.4 3.3 3.0 2.7 2.5  

普 通 土 （Ｃ） 3.9 3.7 3.4 3.1 2.8  

 ※滞水砂層の日進量については協会までお問い合わせ下さい。 

 

③ 滞水砂層の対応機種は以下の表に示す通りです。 

ＭＶＰ201 ＭＶＰ301 ＭＶＰ401 ＭＶＰ402 ＭＶＰ501 

△ ○ ― △ ○ 

「△」オーガスライド機構を装備することにより可 

 ※上記以外の土質でも施工は可能です。詳細は協会にお問い合わせ下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

低耐荷力方式（低耐荷力管） 

 

 

Ａ工法 硬質塩化ビニル管推進工歩掛り 
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２－２ 推進工事費の構成 
 

本工事費内訳 

費  目 工   種 種   別 細   別 単位 数量 
単価 

（円） 
金額
(円) 摘要 

管 路         

 

管きょ工(小口径推

進、管径○○㎜、○

○工法) 

      Ａ－１ 

  
低 耐 荷 力 

圧入二工程推進工 
      

   
推進用硬質塩化ビニル管

低耐荷力圧入二工程 
ｍ     

   発 生 土 処 理 式 １    

  立 坑 内 管 布 設 工       

   硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ｍ     

   砂 基 礎 ｍ     

  仮 設 備 工       

   坑 口 式 １    

   既 設 マ ン ホ ー ル 坑 口 式 １    

   鏡 切 り 箇所     

   推 進 設 備 等 設 置 撤 去 式 １    

   推 進 設 備 等 据 換 え 式 １    

   安 全 退 避 設 備 式 １    

  推 進 水 替 工       

   推 進 用 水 替 式 １    

   推 進 用 濁 水 処 理 式 １    

  補 助 地 盤 改 良       

   薬 液 注 入 式 １    

   高 圧 噴 射 攪 拌 式 １    

 付 帯 工        

  直 接 工 事 費 計       

  共 通 仮 設 費       

   共 通 仮 設 費 （ 率 分 ） 式 １    

   運 搬 費 式 １    

   準 備 費 式 １    

   事 業 損 失 防 止 施 設 費 式 １    

   安 全 費 式 １    

   役 務 費 式 １    

   技 術 管 理 費 式 １    

   営 繕 費 式 １    

   イ メ ー ジ ア ッ プ 経 費 式 １    

  共 通 仮 設 費 計       

  小 計 （ 純 工 事 費 ）       

  現 場 管 理 費  式 １    

  
工 事 中 止 期 間 中 の

 式 １    
現 場 維 持 管 理 費

 計（工事原価）        

  一 般 管 理 費  式 １    

 計（工事価格）        

  消 費 税 相 当 額  式 １    

本 工 事 費 計         
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２－３ 硬質塩化ビニル管推進工歩掛り 
 

２－３－１） 低耐荷力方式・圧入方式・二工程式推進工 呼び径○○ 推進延長○○ ｍ 

 

Ａ－１ 直接工事費 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

低耐荷力圧入二工程推進工  ｍ    Ｂ－１ 

仮 設 備 工  箇所    Ｂ－２ 

計       

 

Ｂ－１ 低耐荷力圧入二工程推進工                             （一式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 呼び径○○ ｍ    Ｂ－１－１ 

発 生 土 処 理  式    Ｂ－１－２ 

計       

 

Ｂ－２ 仮設備工                                     （一式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工  箇所    Ｂ－２－１ 

推 進 設 備 等 据 換 え  箇所    Ｂ－２－２ 

坑 口 工  箇所    Ｂ－２－３ 

既 設 マ ン ホ ー ル 坑 口 工  箇所    Ｂ－２－４ 

鏡 切 り 工  箇所    Ｂ－２－５ 

計       

 

Ｂ－１－１ 推進用硬質塩化ビニル管                          （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管  本     

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工  ｍ    Ｃ－１ 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 推 進 工  ｍ    Ｃ－２ 

オ ー ガ 類 撤 去 工  ｍ    Ｃ－３ 

計       

 

Ｃ－１ パイロット管推進工   （φ    ）                    （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

ク レ ー ン 付 ト ラ ッ ク 運 転 4t積2.9t吊 時間 Ｔ   Ｃ－１－１ 
パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工 
機 械 器 具 損 料 (1)  日 1   Ｃ－１－２ 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工 
機 械 器 具 損 料 (2)  日 1   Ｃ－１－３ 

諸 雑 費  式 1   労務費の 12％ 

計      1 日当り 

１ｍ当り      計/日進量 

備考 １. 諸雑費は電力に関する経費等であり、労務費の合計額の 12％を上限として計上する。 

   ２. Ｔ：クレーン装置付トラック運転日当り運転時間 
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Ｃ－１－１ クレーン装置付トラック運転 4t 積 2.9ｔ吊り   （１日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

燃 料 費 軽 油 ℓ 6.60    

機 械 損 料  時間 1.00    

諸 雑 費  式 1.00    

計      1 時間当り 

1 日当り      計×5.8 

備考 運転手（特殊）労務歩掛は下記 

   １. 機械運転１時間当り労務歩掛は次式による。 
          １   １ 
      歩掛＝  ＝   ＝0.17(人/ｈ) 
          Ｔ   5.8 
 
                 年間標準運転時間(810) 
     Ｔ：運転日当り運転時間＝           ＝5.8ｈ 
                 年間標準運転日数(140) 
 
   ２. 燃料費(軽油)＝機関出力×時間当り消費率＝132kW×0.050 ℓ／kW・h＝6.6 ℓ 
 

Ｃ－１－２ パイロット管推進工機械器具損料(1)  （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

削 進 機 等 損 料  日 １    

計       

備考 削進機等⑴には反力板、油圧ユニット、操作盤、検測機を含む。 

 

Ｃ－１－３ パイロット管推進工機械器具損料(2) （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 器 具 類 損 料 ( 固 定 部 )  式 １    

推 進 器 具 類 損 料 ( 変 動 部 )  ｍ Ｌ    

計      １ｍ当り 

１日当り      計×日進量 

備考 Ｌは推進区間延長とする。 

 

Ｃ－２ 硬質塩化ビニル管推進工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

ク レ ー ン 付 ト ラ ッ ク 運 転 4t 積 2.9t 吊 時間 Ｔ   Ｃ－１－１ 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 推 進 工 
機 械 器 具 損 料 (2) 

 日 1   Ｃ－２－１ 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 推 進 工 
機 械 器 具 損 料 (2) 

 日 1   Ｃ－２－２ 

諸 雑 費  式 1   労務費の 12％ 

計      １日当り 

１ｍ当り      計÷日進量 

備考 １. 諸雑費は電力に関する経費等であり、労務費の合計額の 12％を上限として計上する。 

   ２. Ｔ：クレーン装置付トラック運転日当り運転時間 

 

Ｃ－２－１ 硬質塩化ビニル管推進工機械器具損料(1) （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

削 進 機 等 損 料  日 １    

計       

備考 削進機等(1)には反力板、油圧ユニット、操作盤を含む。 
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Ｃ－２－２ 硬質塩化ビニル管推進工機械器具損料⑵ （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 器 具 類 損 料 ( 固 定 部 )  式 1    

推 進 器 具 類 損 料 ( 変 動 部 )  ｍ Ｌ    

計      1ｍ当り 

1 日当り      計×日進量 

備考 Ｌは推進区間延長とする。 

 

Ｃ－３ オーガ類撤去工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

クレーン装置付トラック運転 4t積2.9t吊 時間 5.3   Ｃ－１－１ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

備考 １. オーガ類撤去延長は推進延長とする。 

 

表－１ オーガ類標準撤去量    （単位：ｍ／日） 

管 長 0.8ｍ 1.0ｍ 

呼び径(150～450) 35 

 

Ｂ－１－２ 発生土処理                                  （1 式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

仮 置 き 運 搬 工  式 1.0   Ｃ－４ 

発 生 土 処 分 工  式 1.0   Ｃ－５ 

計       

備考 １. 仮置き運搬工とは、工事現場から仮置き場までの運搬であり、強力吸引車の使用を標準とする。 

   ２. 発生土処分工とは、仮置き場から処分地までの運搬であり、ダンプトラックの使用を標準とする。 

 

Ｃ－４ 仮置き運搬工                                   （1 式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

強 力 吸 引 車
運 転 費

強力吸引車○t積
運搬距離  ○㎞

日    Ｃ－４－１ 

計       

備考 強力吸引車の運転日数は、(推進日数＋スクリュコンベヤ類撤去日数)とし、1以上の整数とする。 

 

Ｃ－４－１ 強力吸引車運転費                                                          (1 日当り) 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

運 転 手 （ 一 般 ）  人 0.16    

燃 料 費  ℓ 7.6    

機 械 損 料 4ｔ車 ｈ 1.0    

諸 雑 費  式 1    

計      1ｈ当り 

１ 日 当 り      計×6.7ｈ 

備考 運転手（一般）労務歩掛 

   機械運転 1時間当り労務歩掛りは、次式による。 

 

 

 

 

 

 

    １   １ 
歩掛＝   ＝   ＝0.16（人/ｈ） 
    Ｔ   6.2 

             年間標準運転時間(600) 
Ｔ：運転日当り運転時間＝           ＝6.7（ｈ/日） 
             年間標準運転日数(90) 
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Ｃ－５ 発生土処分工 （１式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 転 工 ○ｔ積 ｍ3    Ｃ－５－１ 

捨 場 処 分 費  ｍ3     
計      

 
Ｃ－５－１ ダンプトラック運転工 （１㎥当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

軽 油  ℓ     
油 脂 類  式 1.0   軽油代価×20％

一 般 運 転 手  人     

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料  日 1.0   Ｃ－５－１－１

タ イ ヤ 損 耗 費  式 1.0    

諸 雑 費  式 1.0    

計       

１ｍ3当り      計÷１日当り運搬土量

備考 １. 標準としては、2t・4t ダンプトラックの借り上げ方式とする。 
     なおこれにより難しい場合は、積み上げ方式とすることが出来る。 
   ２. 軽油、一般運転手の数量は運転時間に応じて計上する。 
 
表－２ ダンプトラックの車種と積載量 

車 種 4t 車 2t 車 

砂 ・ 土 砂 2.2 1.1 

礫 質 土 2.0 1.0 
 
表－３ ダンプトラックの車種と運転手および軽油数量（1時間当り） 

車 種 4t 車 2t 車 

運  転  手（人） 0.17 0.17 

軽     油（ ℓ） 6.8 4.4 
 
表－４ ダンプトラックの借り上げ基準 

種 別
１日当り掘削土量 

4ｔ車 2ｔ車 

回  数 運転時間 回  数 運転時間 

1.1ｍ3／日以下 ― ― 1 2 

1.1～2.2ｍ3／日 1 2 2 4 

2.2ｍ3／日以上 2 4 3 6 
 
Ｃ－５－１－１ ダンプトラック損料                                                   （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ○○ｔ車 日 1 ａ   

ダ ン プ ト ラ ッ ク ○○ｔ車 時間 Ｈ ｂ   

計       

備考 ａ 供用１日当り損料 
   ｂ 運転１時間当り損料 
   Ｈ ダンプトラック 1日当り実働時間（時間） 
 
Ｂ－２－１ 推進設備等設置撤去工                                                   （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 2    

特 殊 作 業 員  人 2    

普 通 作 業 員  人 4    

電 工  人 1    

鳶 工  人 1    

ク レ ー ン 付 ト ラ ッ ク 運 転 4t 積 2.9t 吊 時間 11.6   Ｃ－１－１ 

諸 雑 費  式 1    

計       
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Ｂ－２－２ 推進設備等据換え                                                       （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 設 備 据 換 工       

計       

備考 推進設備据換工の本歩掛は推進設備等設置撤去工の 50％とする。 
 
Ｂ－２－３ 坑口工                                                                 （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.2   表－５ 

溶 接 工  人 0.2   表－５ 

普 通 作 業 員  人 0.2   表－５ 

止 水 器  組 1   表－５ 

鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｃ－６ 表－５

鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｃ－７ 表－５

ク レ ー ン 付 ト ラ ッ ク 運 転 4t 積 2.9t 吊 時間 1.2   表－５ 

諸 雑 費  式     

計       
 
表－５ 坑口工歩掛り表 （1箇所当り） 

種   目 単 位 
呼  び  径 

150 200 250 300 350 400 450 

世 話 役 人 0.2 
溶 接 工 人 0.2 

普 通 作 業 員 人 0.2 

鋼 材 溶 接 工 ｍ 1.7 1.9 2.1 2.3 2.6 2.8 3.0 

鋼 材 切 断 工 ｍ 3.4 3.8 4.2 4.6 5.2 5.6 6.0 

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 運 転 時間 0.2×5.8＝1.2ｈ 
 
Ｃ－６ 鋼材溶接工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.010    
溶 接 工  人 0.076    
普 通 作 業 員  人 0.021    
電 力 量  kW 2.7    
溶 接 棒  kg 0.400    
溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    
諸 雑 費  式 1   溶接棒×30％ 

計       
 
Ｃ－７ 鏡切り及び鋼材切断工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.007    
溶 接 工  人 0.053    
普 通 作 業 員  人 0.020    
酸 素  ｍ3 0.163    
ア セ チ レ ン  kg 0.028    
諸 雑 費  式 1   (ｱｾﾁﾚﾝ＋酸素)×20％

計       
 
Ｂ－２－４ 既設マンホール坑口工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

止 水 器  組 1   表－６ 
ア ン カ ー ボ ル ト φ12×60mm 本    表－６ 
急 結 止 水 セ メ ン ト  kg    表－６ 
は つ り 工  人    表－６ 
普 通 作 業 員  人    表－６ 

計       

備考 ⒈ 湧水のない場合は止水器、アンカーボルト、止水材は不要。 
   ⒉ マンホール周りに湧水のある場合は、到達坑口の地盤改良のため補足注入を行う。 
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表－６ 既設マンホール坑口工歩掛 

種   目 単 位 
呼  び  径 

150 200 250 300 350 400 450 

止 水 器 組  1  1  1  1  1  1  1 
ア ン カ ー ボ ル ト 本  8  8  8  8 12 12 12 

急 結 止 水 セ メ ン ト kg 11 16 22 28 36 44 53 

は つ り 工 人 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 

普 通 作 業 員 人  2  2  2  2  3  3  3 

備考 上表は、1号組立マンホール（壁厚 75 ㎜）の場合。 

 

Ｂ－２－５ 鏡切り （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｃ－７ 表－７

諸 雑 費  式 1    

計       

 

表－７ 鏡切り延長                        （1箇所当り） 

呼び径（mm） 150 200 250 300 350 400 450 

鏡 切 り 延 長 1.0 1.2 1.4 1.7 1.9 2.1 2.4 

 

Ｃ－８ 鏡切り工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人    表－８ 

溶 接 工  人    表－８ 

普 通 作 業 員  人    表－８ 

諸 雑 費  式    表－８ 

計      計×鏡切り延長

 
表－８ 鏡切り工歩掛表 （切断延長 1ｍ当り） 

土留種類
種 目 

ライナープレート
(t=2.7mm～3.2mm)

鋼矢板 小型立坑 
（鋼製ケーシング）Ⅱ型 Ⅲ型 

世 話 役 0.006 0.007 0.008 0.008 
溶 接 工 0.051 0.057 0.059 0.059 

普 通 作 業 員 0.019 0.022 0.022 0.022 

諸 雑 費 労務費の 5％ 労務費の 10％ 
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鋼製さや管方式 

 

 

Ａ工法 さや管（鋼管）推進工歩掛り 
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２－４ さや管（鋼管）推進工歩掛 
 

 ２－４－１ 鋼製さや管方式・さや管推進工内訳 

 

Ａ－１ 直接工事費 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

管 材 料 費  式    Ｂ－１ 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工  式    Ｂ－２ 

さ や 管 （ 鋼 管 ） 推 進 工  式    Ｂ－３ 

管 布 設 工  式    Ｂ－４ 

推 進 設 備 工  式    Ｂ－５ 

計       

 

Ｂ－１ 管材料費 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

ネ ジ 切 鋼 管 Ａ 本     

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 VU 管 ｍ     

継 手 材  個 ａ    

中 込 ス ペ ー サ ー  個 ａ    

計       

※備考 ａ＝Ｌ÷（塩ビ管長）正数  Ｌ＝推進延長 

 

立 坑 の 大 き さ 2000 2500 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 長（ｍ） 1.3 2.0 

 

Ｂ－２ パイロット管推進工 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工  ｍ    Ｂ－２－１ 

パ イ ロ ッ ト 管 回 収 工  ｍ    Ｂ－２－２ 

推 進 機 械 損 料  ｍ    Ｂ－２－３ 

器 具 損 料  ｍ    Ｂ－２－４ 

水 注 入 工  ｍ    Ｂ－２－５ 

計       

 

Ｂ－３ さや管（鋼管）推進工 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

さ や 管 （ 鋼 管 ） 推 進 工  ｍ    Ｂ－３－１ 

ＳＰ掘削ヘッド据付・撤去工  箇所    Ｂ－３－２ 

オ ー ガ Ｋ 回 収 工  ｍ    Ｂ－３－３ 

推 進 機 械 損 料  ｍ    Ｂ－３－４ 

器 具 損 料  ｍ    Ｂ－３－５ 

水 ま た は 滑 材 注 入 工  ｍ    Ｂ－３－６ 

発 生 土 処 分 工  ｍ    Ｂ－３－７ 

計       

 

Ｂ－４ 管布設工 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 挿 入 工  ｍ    Ｂ－４－１ 

注 入 装 置 据 付 ・ 撤 去 工  箇所    Ｂ－４－２ 

中 込 注 入 工  ｍ    Ｂ－４－３ 

計       
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Ｂ－５ 推進設備工 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 設 備 工  箇所    Ｂ－５－１ 

推 進 設 備 据 換 工  箇所    Ｂ－５－２ 

坑 口 工  箇所    Ｂ－５－３ 

鏡 切 り 工  箇所    Ｂ－５－４ 

既 設 マ ン ホ ー ル 坑 口 工  箇所    Ｂ－５－５ 

計       

 

Ｂ－２－１ パイロット管推進工                                                    （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 1   Ｃ－１ 

発 動 発 電 機 運 転  日 1   Ｃ－２ 

諸 雑 費  式 1   労務費×5％ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｂ－２－２ パイロット管回収工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.05    

特 殊 作 業 員  人 0.10    

普 通 作 業 員  人 0.15    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 0.05   Ｃ－１ 

計       

 

Ｂ－２－３ 推進機械損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

三 管 王 削 進 機 ＭＶＰ○○○ 日 1    

検 測 器  日 1    

トンガー（パイロット管緩め機）  日 1    

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｂ－２－４ 器具損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

パイロットヘッド（ターゲット付）  個 1    

パ イ ロ ッ ト 管  本 a    

パ イ ロ ッ ト ア ダ プ タ  個 1    

計       

備考 パイロット管の数量は次式により算出する。ただし、小数以下は切上げて整数とする。 

ａ＝1＋ 
Ｌ  Ｌ：推進延長 

ℓ  ℓ：パイロット管 1本当りの管長（0.4ｍ）

 

Ｂ－２－５ 水注入工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

発 動 発 電 機 運 転  日 0.083   Ｃ－２ 

機 械 器 具 損 料  ｍ 1   Ｂ－２－５－１

計       

 

 

 



 

ＤＲＭ・Ａ工法：さや管（鋼管） 
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Ｂ－２－５－１ 機械器具損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料 4 kW 日 1    

水 槽 損 料 1ｍ３ 日 1    

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｂ－３－１ さや管（鋼管）推進工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 2    

普 通 作 業 員  人 2    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 1   Ｃ－１ 

発 動 発 電 機 運 転  日 1   Ｃ－２ 

諸 雑 費  式 1   労務費×5％ 

計       

1ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｂ－３－２ ＳＰ掘削ヘッド据付・撤去工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.3    

特 殊 作 業 員  人 0.6    

普 通 作 業 員  人 0.6    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 0.3   Ｃ－１ 

計       

 

Ｂ－３－３ オーガＫ回収工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.01    

特 殊 作 業 員  人 0.02    

普 通 作 業 員  人 0.02    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 0.01   Ｃ－１ 

計       

 

Ｂ－３－４ 推進機械損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

三 管 王 削 進 機 ＭＶＰ○○○ 日 1    

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｂ－３－５ 器具損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

Ｓ Ｐ 掘 削 ヘ ッ ド  個 1    

オ ー ガ Ｋ  本 a    

ケ ー シ ン グ  本 a    

オ ー ガ ス イ ベ ル Ｋ  個 1   滞水砂層にのみ使用

Ｓ Ｐ ア ダ プ タ  個 1    

オ ー ガ Ｋ 引 抜 工 具  個 1    

計       

備考 ケーシング・オーガＫの数量は次式により算出する。ただし、小数以下は切上げて整数とする。 

ａ＝1＋ 
Ｌ  Ｌ：推進延長 

ℓ  ℓ：オーガＫ1本当りの長さ 

 



 

ＤＲＭ・Ａ工法：さや管（鋼管） 
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Ｂ－３－６ 水または滑材注入工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

水 ま た は 滑 材  k ℓ    表－１ 

機 械 器 具 損 料  ｍ 1   Ｂ－３－６－１

計       

 

表－１ 滑材注入量 （1ｍ当り） 

呼 び 径 単位 250 300 350 400 450 

水または滑材 kl 0.024 0.026 0.029 0.031 0.033 

 

Ｂ－３－６－１ 機械器具損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料 4 kW 日 1    

グ ラ ウ ト ミ キ サ ー 損 料 2 kW 日 1   滑材注入に使用

水 槽 損 料 1ｍ３ 日 1   水注入に使用 

諸 雑 費 ホース類 式 1   損料×30％ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

 

Ｂ－３－７ 発生土処分工 （1式） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 運 転 工 ○ｔ積  ｍ３    Ｂ－３－７－１

捨 場 処 分 費   ｍ３     

計       

 

Ｂ－３－７－１ ダンプトラック運転工 （1ｍ３当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

軽 油  ℓ 8.8   0.050×88×2 

油 脂 類  式 1.0   軽油代価×20％

一 般 運 転 手  人  0.36    

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料  日 1.0   Ｂ－３－７－２

タ イ ヤ 損 耗 費  式 1.0    

諸 雑 費  式 1.0    

計       

1ｍ当り      計÷1日当り掘削土量 

備考 標準としては 2ｔダンプトラック（88 kW）の借り上げ方式とする。 

 

表－２ 1 日当り掘削土量 

推進管呼び径 250 300 350 400 450 

掘削土量（ｍ３／日） 0.056×α 0.080×α 0.099×α 0.130×α 0.164×α 

α＝日進量 

 

Ｂ－３－７－２ ダンプトラック損料 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ○ｔ積 日 1 a   

ダ ン プ ト ラ ッ ク  時間 2 b   

計       

備考 a：供用１日当り損料 

   b：運転１時間当り損料 

   H：ダンプトラック 1日当り実動時間 

 

 



 

ＤＲＭ・Ａ工法：さや管（鋼管） 

－37－ 

Ｂ－４－１ 硬質塩化ビニル管挿入工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人    表－３ 

特 殊 作 業 員  人    表－３ 

普 通 作 業 員  人    表－３ 

雑 器 具 損 料  式 1   労務費×5％ 

計       

 

表－３ 硬質塩化ビニル管挿入工歩掛り 

種   目 数   量  立坑の大きさ（㎜） 塩ビ管体長（ｍ）

世 話 役 1÷管挿入工日進量 Ａ 2500 2 

特 殊 作 業 員 1÷管挿入工日進量 Ｂ 2000 1.3 

普 通 作 業 員 (1÷管挿入工日進量)×2人    

 

表－４ 硬質塩化ビニル管挿入工日進量                          （ｍ/日） 

硬質塩化ビニル管 
1 本当りの管体長 

呼 び 径 

150 200 250 300 350 400 

塩ビ管長 2.0ｍ（円形 2500） 13 10 9 8 7 
塩ビ管長 1.3ｍ（円形 1500～2000） 9 8 7 6 5 

 

Ｂ－４－２ 注入装置据付・撤去工  （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.38    

特 殊 作 業 員  人 0.38    

普 通 作 業 員  人 0.76    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日 0.38   Ｃ－１ 

計       

 

Ｂ－４－３ 中込注入工  （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

中 詰 注 入   ｍ３    B-4-3-1･表－５

計       

 

表－５ 中込注入量                                  （1ｍ当り） 

さや管径 

塩ビ管径 
単 位 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

φ150 ｍ3 0.029 0.052 0.069 0.098 0.131 0.169 

φ200 ｍ3  0.036 0.054 0.083 0.116 0.153 

φ250 ｍ3   0.035 0.064 0.097 0.134 

φ300 ｍ3    0.040 0.074 0.111 

φ350 ｍ3     0.045 0.083 
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Ｂ－４－３－１ 中込注入工歩掛り （1ｍ３当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

中 込 注 入 材   ｍ３ 1.0   表－６ 

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料 4 kW 日 0.5    

グ ラ ウ ト ミ キ サ ー 損 料 2 kW 日 0.5    

発 動 発 電 機 運 転  日 0.5    

世 話 役  人 0.5    

特 殊 作 業 員  人 1.0    

普 通 作 業 員  人 0.5    

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計       

 

表－６ 中込注入材配合例（参考）            （1ｍ3当り） 

 セメント 砂 起泡剤 清水 エアー量

エアーモルタル 340 ㎏ 680 ㎏ 3.4kg 224 ㎏ 40％ 

エアーペースト 435 ㎏ ― 3.1kg 258 ㎏ 60％ 

 

Ｂ－５－１ 推進設備工（撤去工共） （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 2    

機 械 工  人 4   特殊作業員 

普 通 作 業 員  人 4    

電 工  人 2    

と び 工  人 2    

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 時間 13.4   Ｃ－１ 

計       

 

Ｂ－５－２ 推進設備据換工（撤去工共） （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

推 進 設 備 据 換 工  箇所 1   Ｂ－５－１×0.5
計       

 

Ｂ－５－３ 坑口工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

止 水 器  組 1    

鋼 材 溶 接 工  ｍ    B-5-3-1・表－７

鋼 材 切 断 工  ｍ    B-5-3-2・表－７

普 通 作 業 員  人    表－７ 

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日    Ｃ－１・表－７

計       

 

表－７ 坑口工歩掛                                                                （1 箇所当り） 

呼 び 径 単位 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 

鋼 材 溶 接 工 ｍ 1.9 2.1 2.4 2.7 2.9 

鋼 材 切 断 工 ｍ 3.8 4.2 4.8 5.4 5.8 

普 通 作 業 員 人 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 

クレーン装置付トラック運転 日 0.45 0.5 0.55 0.6 0.65 

 

 

 

 

 

 

（1ｍ3当り） 

セ メ ン ト 500kg 

ベントナイト 100kg 

清  水 0.8ｍ3
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Ｂ－５－３－１ 鋼材溶接工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

世 話 役  人 0.010    

溶 接 工  人 0.076    

普 通 作 業 員  人 0.021    

発 動 発 電 機 運 転  日 0.076   Ｃ－２ 

溶 接 棒 250Ａ ㎏ 0.400    

溶 接 機 損 料  日 0.076    

諸 雑 費  式 1   溶接棒×30％ 

計       

 

Ｂ－５－３－２ 鏡切および鋼材切断工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

酸 素   ｍ３ 0.163    

ア セ チ レ ン  ㎏ 0.028    

世 話 役  人 0.007    

普 通 作 業 員  人 0.020    

溶 接 工  人 0.053    

諸 雑 費  式 1   (酸素+アセチレン)×30％

計       

 

Ｂ－５－４ 鏡切工 （１箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

鏡 切 り 工  ｍ    B-5-3-2・表－８

計       

 

表－８ 鏡切り延長                                  （1 箇所当り） 

呼 び 径 単位 200 250 300 350 400 450 500 

ケ ー シ ン グ ｍ 1.0 1.2 1.3 1.5 1.6 1.8 1.9 

ライナープレート ｍ 2.1 2.3 2.5 2.7 2.8 3.1 3.4 

 

Ｂ－５－５ 既設マンホール坑口工      （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

止 水 器  組 1   表－９ 

ア ン カ ー ボ ル ト φ12×100 ㎜ 本    表－９ 

急 結 止 水 セ メ ン ト  kg    表－９ 

は つ り 工  人    表－９ 

普 通 作 業 員  人    表－９ 

計       

備考 １：湧水がない場合は止水器、アンカーボルト、止水材は不要。 

   ２：止水器撤去時、湧水が多く撤去が困難と思われる場合、止水のために補足注入を計上。 

 

表－９ 既設マンホール坑口工歩掛表 

呼び径 
種 目 

200 250 300 350 400 450 

止 水 器 組 1 1 1 1 1 1 

ア ン カ ー ボ ル ト 本 8 8 8 8 8 8 

急 結 止 水 セ メ ン ト kg 16 22 28 36 44 53 

は つ り 工 人 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 

普 通 作 業 員 人 2 2 2 3 3 3 
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Ｃ－１ クレーン装置付トラック運転                          （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

燃 料 費 軽油 ℓ 6.6    

機 械 損 料 
ｸﾚｰﾝ装置付 

時間 1    
4t積､2.9t吊

諸 雑 費  式 1    

計      1 時間当り 

1 日当り  日 1   計×5.8 

 

 Ｃ－２ 発動発電機運転                               （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数量 単 価 金 額 摘 要 

軽 油  ℓ    0.170×kW×6.7

油 脂 類  式 1   軽油代価×20％

機 械 損 料  日 1    

諸 雑 費  式 1   損料×5％ 

計       

 

２－４－２ 鋼製さや管方式・さや管（鋼管）推進用機械器具 

機械器具名 規格 単位 数量 摘要 

推進設備     

 三管王削進機 ＭＶＰ○○○ 台 1  

 （油圧ユニット）      油圧ホース・操作ケーブル共

 （操作盤）     

 検測器  台 1  

 クレーン装置付トラック  台 1  

 ダンプトラック  台 1  

 電気溶接機 250Ａ 台 1  

 中込注入装置  式 1  

     

パイロット管推進器具     

 パイロットヘッド  個 1 ターゲット付 

 パイロット管 0.4ｍ/本 本 a a＝1＋L÷0.4 

 パイロットアダプタ  個 1  

さや管（鋼管）推進器具     

 ＳＰ掘削ヘッド 普通土用 個 1  

 ＳＰ掘削ヘッド 滞水砂層用 個 1  

 ケーシング 1.0ｍ/本 本 a a＝1＋L÷1.0（滞水砂層にのみ使用）

 オーガＫ 0.5ｍ・1.0ｍ/本 本 a a＝1＋L÷1.0 

 オーガアダプタＫ  個 1  

 ＳＰアダプタ  個 1 ＳＰジョイント含む 

 オーガ引抜工具  式 1  

 トンガー（パイロット管緩め機）  台 1  

備考 Ｌ：推進延長 
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 5－5－5 Ｔ工法 コア抜ツールス 
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 5－5－6 Ｓ工法 鋼管 

 



平成  年  月  日 

 

ＤＲＭ工法「Ａ工法塩ビ推進」御見積依頼書 
★ 

団体名・会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

使 用 機 種  Ｍ Ｖ Ｐ ２０１  ３０１  ４０２  １４５０  その他（                    ）

★■■ 

推進管 

呼 び 径(φ) １５０  ２００  ２５０  ３００  ３５０  ４００  その他（             ）

管 長(ｍ/本) １．０ｍ  ２．０ｍ  ０．８ｍ  その他（                     ）

使 用 管 種 SUS カラー付直管(VP)     ｽﾊﾟｲﾗﾙ継手付直管(VP)      その他（    ） 

発 進 立 坑 φ1500    φ2000    その他（    ） 到達坑 立 坑    マンホール 

 

土 質 

 
該当するＡ-1、Ｂ-1、 
Ａ-2、Ｂ-2 に○印を 
付けて下さい。 

 

地下水 
P≦10Kpa 

Ａ-１ 
粘性土(０＜N≦15) シルト・粘土 
砂質土(１＜N≦30) 砂質土（礫含有率 15％未満・礫径 30 ㎜未満）

Ｂ-１ 
固結土(15＜N≦20) シルト・粘土 
砂質土(30＜N≦40) 砂質土（礫含有率 15％未満・礫径 30 ㎜未満）

地下水 
10＜ｐ 
P≦30Kpa 

Ａ-２ 
粘性土(０＜N≦15) シルト・粘土 
砂質土(１＜N≦30) 砂質土（礫含有率 15％未満・礫径 30 ㎜未満）

Ｂ-２ 
固結土(15＜N≦20) シルト・粘土 
砂質土(30＜N≦40) 砂質土（礫含有率 15％未満・礫径 30 ㎜未満）

設 備 工 

（箇 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

/既 設 マ ン ホ ー ル 到 達 工 ：坑口工 有        箇所 無 

★ 労 務 単 価 

都道府県名 

（        ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入☐☐☐ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員 一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員 特 殊 運 転 手  

溶 接 工  は つ り 工  

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

※★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 



平成  年  月  日 

 

ＤＲＭ工法「Ａ工法ＳＰ」御見積依頼書 
★ 

団体名・会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

使 用 機 種  Ｍ Ｖ Ｐ  

工 法 ２０１      ３０１      ４０２      ５０１ 

★■■ 

推進管 

呼 び 径(φ) ２５０     ３００     ３５０     ４００    ４５０ 

管 長(ｍ/本) １．０ｍ           ０．８ｍ           その他（      ） 

使 用 管 種 一般推進用炭素鋼鋼管 

中込管径（ＶＵ管） １５０    ２００    ２５０    ３００    その他（      ） 

土 質 

Ａ－１ 砂 礫 層  礫含有率 10％未満  Ｎ＜20 

Ａ－２ 砂 礫 層  礫含有率 15％未満  Ｎ＜30 

Ａ－３ 砂 礫 層  礫含有率 20％未満  Ｎ＜40 

Ｂ 硬 質 土  20＜Ｎ≦40 

Ｃ 普 通 土  ２＜Ｎ≦20 

Ｄ 滞水砂層  ０＜Ｎ≦20 

発 進 立 坑 φ２０００    その他（      ） 到達坑 立 坑   マンホール 

設 備 工 

（箇 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

既 設 マ ン ホ ー ル 到 達 工 ： 坑口工 有       個所 無 

★ 労 務 単 位 

都道府県名 

（       ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入☐☐☐ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員  一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員  特 殊 運 転 手  

溶 接 工  は つ り 工  

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

※★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 



平成  年  月  日 

 

ＤＲＭ工法「Ｔ工法」御見積依頼書 
★ 

団体名・会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛        名  

工  事  件  名  

工  事  場  所  

 使  用  機  種 ＭＶＰ４０１              ＭＶＰ４０２ 

★■■ 

さや管 

呼 び 径(φ) ２５０ ３００ ３５０ ４００ ４５０ その他（                    ）

管 長(ｍ/本) １．０ｍ       ０．８ｍ       ０．５ｍ 

★取 付 本 管 径(VU 管) １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ その他（                    ）

★埋 設 管 径(ﾋｭｰﾑ管) （φ        ）←埋設されているヒューム管の口径を記入してください。 

推進設備設置    地上発進 → 発進角度 60°迄  → １ｍ管 

                  発進角度 61～90° → 0.5ｍ管 

           立坑発進 → 発進角度 0～30°  → φ2000 以上 → 0.5ｍ管 

                  発進角度 31～60° → φ2500 以上 → 0.5ｍ管 

                  発進角度 60°以上 → 地上発進 

発 進 立 坑 径 φ２０００        φ２５００        その他（     ） 

 

土 質 

 

該当するＡ-1、Ａ-2、 

Ａ-3、Ｂ、Ｃ、Ｄに 

○印を付けて下さい。 

 

砂礫層・硬質土 

Ａ－１ Ｎ＜20   礫径･75 ㎜未満             礫含有率２０％未満 

Ａ－２ Ｎ＜30    礫径･さや管内径の 1/3 未満 礫含有率３０％未満 

Ａ－３ Ｎ＜50   礫径･さや管内径の 1/3 未満 礫含有率４０％未満 

硬 質 土 Ｂ 20≦Ｎ＜40   砂質土・シルト・粘土 

普 通 土 Ｃ ２≦Ｎ＜20   砂質土・シルト・粘土 

軟 弱 土 Ｄ ０≦Ｎ＜２   砂質土・シルト・粘土 

メ タ ル ク ラ ウ ン  レギュラー ハード スーパーハード 

設 備 工 

（箇 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

※ 労 務 単 価 

都道府県名 

（        ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入☐■■ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員  一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員  特 殊 運 転 手  

溶 接 工    

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

※ ★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※ 郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 



平成  年  月  日 

 

ＤＲＭ工法「Ｓ工法」御見積依頼書 
（二軸回転方式） 

★ 

団体名・ 会社

名 

 

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

使 用 機 種  Ｍ Ｖ Ｐ ４０１  ・  ４０２  ・  ５０１ 

★■ 

さや管 

呼 び 径(φ) ２５０   ３００   ３５０   ４００   ４５０   ５００   ６００ 

管 長(ｍ/本) １．０ｍ       ０．８ｍ       その他（         ） 

中込管径（ＶＵ管） １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ その他（                   ）

発 進 立 坑 φ２０００    その他（      ） 到達坑 立 坑   マンホール 

 

土 質 

 

該当するＡ-1、Ａ-2、 
Ａ-3、Ｂ、Ｃ、Ｄに 
○印を付けて下さい。 

砂礫層・硬質土 

Ａ－１ Ｎ＜20   礫径･75 ㎜未満              礫含有率２０％未満 

Ａ－２ Ｎ＜30   礫径･さや管内径の 1/3 未満 礫含有率３０％未満 

Ａ－３ Ｎ＜50   礫径･さや管内径の 1/3 未満 礫含有率４０％未満 

硬 質 土 Ｂ 20≦Ｎ＜40   砂質土・シルト・粘土 

普 通 土 Ｃ ０≦Ｎ＜20   砂質土・シルト・粘土 

障 害 物 の 有 無  無     有   （                         ） 

メ タ ル ク ラ ウ ン  レギュラー ハード スーパーハード 

設 備 工 

（個 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

既 設 マ ン ホ ー ル 到 達 工 ： 坑口工 有        箇所 無 

★ 労 務 単 価 

都道府県名 

（        ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入■■☐ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員  一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員  特 殊 運 転 手  

溶 接 工  は つ り 工  

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

その他（                                                  ）

※★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 



平成  年  月  日 

 

クラウン工法 御見積依頼書 
（ボーリング方式） 

★ 

団体名・ 会社

名 

 

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

使 用 機 種  Ｍ Ｖ Ｐ １５００ ・ １８００ ・ １４００Ｃ ・ １５００Ｃ ・ １６００Ｃ ・ １８００Ｃ 

★■ 

さや管 

呼 び 径(φ) ２５０  ３００  ３５０  ４００  ４５０  ５００  ６００  ７００  ８００ 

管 長(ｍ/本) １．０ｍ       ０．８ｍ       その他（         ） 

中込管径（ＶＵ管） １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ その他（                   ）

発 進 立 坑 φ２０００    その他（      ） 到達坑 立 坑   マンホール 

 

土 質 

 

該当するＡ-1、Ａ-2、 
Ａ-3、Ｂ、Ｃ、Ｄに 
○印を付けて下さい。 

砂 礫 層 

硬 質 土 

Ａ－１ Ｎ＜20  礫含有率 30％未満 

Ａ－２ Ｎ＜30  礫含有率 50％未満 粗石･巨石径 さや管径の 1/2 以下で 300mm 以下 

Ａ－３ Ｎ＜50  礫含有率 65％未満 粗石･巨石径 さや管径の 1/2 以下で 300mm 以下 

硬 質 土 Ｂ 20≦Ｎ＜40 砂質土・シルト・粘土 

普 通 土 Ｃ ０≦Ｎ＜20 砂質土・シルト・粘土 

障 害 物 の 有 無  無     有   （                         ） 

メ タ ル ク ラ ウ ン  レギュラー ハード スーパーハード 

設 備 工 

（個 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

既 設 マ ン ホ ー ル 到 達 工 ： 坑口工 有        箇所 無 

★ 労 務 単 価 

都道府県名 

（        ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入■■☐ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員  一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員  特 殊 運 転 手  

溶 接 工  は つ り 工  

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

その他（                                                  ）

※★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 



平成  年  月  日 

 

クラウン工法「特殊取付管削進工法」御見積依頼書 
★ 

団体名・会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月     日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mail アドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛        名  

工  事  件  名  

工  事  場  所  

使  用  機  種 ＭＶＰ １４００Ｃ   ＭＶＰ １５００Ｃ   ＭＶＰ １６００Ｃ 

★■■ 

さや管 

呼 び 径(φ) ２５０   ３００   ３５０   ４００   ４５０   ５００   ６００ 

管 長(ｍ/本) １．０ｍ             ０．５ｍ 

★取 付 本 管 径(VU 管) １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ その他（               ） 

★埋 設 管 径(ﾋｭｰﾑ管) （φ        ）←埋設されているヒューム管の口径を記入してください。 

推進設備設置    地上発進 → 発進角度 60°迄  → １ｍ管 

                  発進角度 61～90° → 0.5ｍ管 

           立坑発進 → 発進角度 0～60°  → 0.5ｍ管 

                  発進角度 60°以上 → 地上発進 

発 進 立 坑 径 φ２０００        φ２５００        その他（     ） 

 

土 質 

 

該当するＡ-1、Ａ-2、 

Ａ-3、Ｂ、Ｃ、Ｄに 

○印を付けて下さい。 

 

砂礫層・硬質土 

Ａ－１ Ｎ＜20   礫径･75 ㎜未満             礫含有率２０％未満 

Ａ－２ Ｎ＜30    礫径･さや管内径の 1/2 未満 礫含有率３０％未満 

Ａ－３ Ｎ＜50   礫径･さや管内径の 1/2 未満 礫含有率４０％未満 

硬 質 土 Ｂ 20≦Ｎ＜40   砂質土・シルト・粘土 

普 通 土 Ｃ ２≦Ｎ＜20   砂質土・シルト・粘土 

軟 弱 土 Ｄ ０≦Ｎ＜２   砂質土・シルト・粘土 

メ タ ル ク ラ ウ ン  レギュラー ハード スーパーハード 

設 備 工 

（箇 所） 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工： 坑    口    工： 

推 進 設 備 反 転 工： 鏡    切    工： 

※ 労 務 単 価 

都道府県名 

（        ） 

公共工事設計労務単 

価（基準額）に準拠 

したものは、都道府 

県名のみ記入☐■■ 

世 話 役  電 工  

特 殊 作 業 員  一 般 運 転 手  

普 通 作 業 員  特 殊 運 転 手  

溶 接 工    

作 業 時 間 帯   昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（                   ）

推 進 延 長（ｍ） 

① ④ ⑦ ⑩ 

② ⑤ ⑧ ⑪ 

③ ⑥ ⑨ ⑫ 

 合計推進延長             ｍ    （トータルスパン数：       ） 

※ ★印の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 
※ ボーリング柱状図など、詳しい資料がございましたら一緒に送信願います。 
※ 郵送の場合は郵便番号と送り先をご記入下さい。 
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